
 

 

 

 

 

 

 

 

 

桜－１   
平成２９年４月５日 
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温かく、且つ活気ある学校づくりを目指します！！  

～よりよい集団づくりの鍵となる「かかわり合う力」を軸に～ 

学 校 長  髙島 典子 

 

 昨年の１１月に一年生が植えたチューリップが色とりどりに咲き始め、新一年生を心待ちにしていました。

今年の４月１日は例年より肌寒く、雨も降っていて満開の桜を見るのは少し先になりそうです。待ち遠しい

ものです。 

さて、いよいよ平成２９年度がスタートします。お子さまのご入学、ご進級、誠におめでとうございます。

心よりお祝い申し上げます。 

 去る３月２４日の離退任式では多くの教職員との別れを惜しみましたが、４月３日、また多くの新しく着

任された教職員をお迎えいたしました。副校長も、私と２年間タッグを組んだ松本未紀副校長に替わり、鈴

木則男副校長が着任いたしました。校長３年目を迎えます私、高島典子と教職員全員が「さくらっ子」のよ

りよい成長のために今年度も全力で教育活動に取り組んでいく所存です。どうぞ、引き続き桜岡小学校に対

しまして温かいご支援、ご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。 

 

昨年度は今まで桜岡小学校が大事にしてきたスローガン「自ら輝く、共に輝く」をクローズアップしてい

く旨を４月の学校だよりでお伝え致しました。さくらっ子が自分の中の輝き（よさ）を発揮したり、友達な

ど、他の人の輝きを見つけていったりすることで「さくらっ子」の自信につながっていったと思います。ま

た、そうなるためにはお互いの豊かなかかわり合いが必要です。子どもたちは認められたり褒められたりす

る中で、充実感や自己肯定感が高まっていく様子が多々見られました。そして昨年度は特に悲しい出来事も

あり、多くの人の温かい応援や励ましによって私も学校も支えられたと強く実感いたしました。保護者の皆

様や地域の皆様の、桜岡小学校に対しての深いご理解と愛情に支えられていることをつくづく感じ、感謝の

思いをもちました。 

 

 

 

そこで今年度は、この学校教育目標の中の「共に生きることを喜ぶ」に重点を置き、教育活動に取り組ん

でいきたいと考えています。「共に生きることを喜ぶ」ためには他の人と豊かにかかわり合う力がかかせま

せん。「よりよい関係」「よりよく関わろうとする力」は、よりよい友達をつくり、よりよいクラスをつくり、

よりよい学校をつくり、よりよい地域をつくっていく基盤となるでしょう。現実社会もネット社会の中でも

それは同じことだと思います。生きていくために必要な力の中でも、よ

りよく「かかわり合う力」は、幸せにむかって生きるために必要な力の

一つであると同時に、「学力」の一つでもあると私はとらえています。

共に高め合うよりよい集団づくりに欠かせないこの「かかわり合う力」

を軸に、温かく、且つ活気あふれる学校づくりを「チーム桜岡」として

目指します。 

どうぞ、保護者の皆様、地域の皆様、今年度もこれまで同様のご支援

とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

学校教育目標  共に生きることを喜ぶ かしこく たくましい子に育てます 

学校だより  ４月号 


